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桺詰恒雄前村長に特別叙勲
旭日単光章を受章

　

２
月
２
日
午
後
11
時
32
分
、
熊
本
市
内
の

病
院
で
急
逝
さ
れ
た
桺
詰
恒
雄
前
村
長
が
、

こ
れ
ま
で
の
功
績
を
称
え
ら
れ
、
３
月
15
日
、

旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、
亡
き
本
人
に
代

わ
り
奥
様
の
桺
詰
サ
ワ
子
さ
ん
が
叙
勲
の
伝

達
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

◆ 今月の表紙 ◆

広報くまむら３月号　ＣＯＮＴＥＮＴＳ　目次
　３　球磨村長桺詰恒雄としての功績
　４　桺詰恒雄前村長村葬
　６　球磨村文化祭＆生涯学習フェスティバル
　８　球磨中学校卒業式
１０　球磨村議会３月定例会
　　　窓口業務出張所試行期間を終了します
１１　区長会
　　　教育論文表彰式
１２　むらのトピックス

１４　財務諸表を公表します　
１５　頑張れロアッソ!!
　　　今月のおススメＢｏｏｋｓ
１６　陽だまり
１７　社協コーナー
１８　球磨村青年団２０１２
１９　みんなのひろば
　　　４月行事予定　EVENT  CALENDER
２０　今年もＳＬ人吉が一勝地駅にやってきました

球磨
村長 桺詰 恒雄 としての  多大 なる 功績

　小学校の再編・統合

　田舎の体験交流館「さんがうら」のオープン

地
域
情
報
通
信
基
盤
の
整
備

防
災
無
線
施
設
の
整
備

　

過
疎
化
の
進
む
本
村
に
お
い
て

は
交
流
人
口
を
増
や
し
、
山
あ
い

の
棚
田
を
活
か
し
た
観
光
振
興
が

必
要
不
可
欠
と
の
認
識
か
ら
、
平

成
22
年
、
村
内
小
学
校
の
再
編
に

よ
り
１
３
５
年
の
歴
史
に
幕
を
閉

じ
、
廃
校
と
な
っ
た
一
勝
地
第
二

小
学
校
の
校
舎
を
再
利
用
し
、
農

林
業
の
体
験
や
自
然
に
親
し
む
拠

点
と
し
て
球
磨
村
の
魅
力
に
触
れ

る
こ
と
の
で
き
る
体
験
宿
泊
施
設

の
『
田
舎
の
体
験
交
流
館
「
さ
ん

が
う
ら
」』
を
平
成
23
年
７
月
の

オ
ー
プ
ン
へ
と
導
き
、
廃
校
後
の

学
校
施
設
の
有
効
活
用
に
力
を
注

ぎ
ま
し
た
。

伝統芸能を継承
　球磨村文化祭＆生涯学習フェスティバルにおいて

大瀬地区の伝統芸能「文政三年棒踊り」を球磨中２

年生が披露。昨年９月から大瀬地区住民の指導のも

と熱心に練習に励み、素晴らしい演技を見せてくれ

ました。（関連記事を６～７ページに掲載。）

川口貞則副村長より叙勲の伝達を受ける桺詰サワ子さん

　

近
年
の
国
際
化
、
情
報
化
等
の
著
し
い

社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
特
に
都
市

部
と
の
比
較
に
お
い
て
立
ち
遅
れ
て
い
た

村
の
情
報
通
信
基
盤
整
備
の
実
現
に
向
け

努
力
し
、
平
成
22
年
、
本
村
の
よ
う
な
広

大
な
地
域
の
実
情
か
ら
不
可
能
と
思
わ
れ

て
い
た
村
内
全
地
域
で
の
携
帯
電
話
通
信

施
設
整
備
を
実
現
に
導
き
、
翌
年
の
平
成

23
年
４
月
に
は
、
村
内
全
域
で
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
の
整
備
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
村
内
各
集
落
で
の
携
帯
電
話

通
話
や
全
世
帯
で
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境
の

整
備
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
世

帯
に
お
い
て
は
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
を
利
用
し
た
よ
り
高
度
な
情
報
通
信
へ

の
可
能
性
も
広
が
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま

で
村
内
に
数
多
く
点
在
し
た
テ
レ
ビ
難
視

聴
地
域
で
は
、
テ
レ
ビ
組
合
組
織
に
よ
る

共
聴
施
設
の
管
理
、
運
営
の
労
務
か
ら
解

放
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

近
年
の
国
際
化
、
情
報
化
等
の
著
し
い

社
会
環
境
の
変
化
に
対
応
し
、
特
に
都
市

部
と
の
比
較
に
お
い
て
立
ち
遅
れ
て
い
た

村
の
情
報
通
信
基
盤
整
備
の
実
現
に
向
け

努
力
し
、
平
成
22
年
、
本
村
の
よ
う
な
広

大
な
地
域
の
実
情
か
ら
不
可
能
と
思
わ
れ

て
い
た
村
内
全
地
域
で
の
携
帯
電
話
通
信

施
設
整
備
を
実
現
に
導
き
、
翌
年
の
平
成

23
年
４
月
に
は
、
村
内
全
域
で
の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
網
の
整
備
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
村
内
各
集
落
で
の
携
帯
電
話

通
話
や
全
世
帯
で
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
放
送
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
通
信
環
境
の

整
備
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
各
世

帯
に
お
い
て
は
高
速
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

線
を
利
用
し
た
よ
り
高
度
な
情
報
通
信
へ

の
可
能
性
も
広
が
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ま

で
村
内
に
数
多
く
点
在
し
た
テ
レ
ビ
難
視

聴
地
域
で
は
、
テ
レ
ビ
組
合
組
織
に
よ
る

共
聴
施
設
の
管
理
、
運
営
の
労
務
か
ら
解

放
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
村
は
面
積
が
約
２
０
７
㎢
と
広
大
で

あ
る
と
と
も
に
、
70
も
の
集
落
が
点
在
し

て
い
る
一
方
、
自
然
災
害
が
多
く
、
梅
雨

時
期
の
集
中
豪
雨
、
台
風
の
襲
来
に
よ
っ

て
村
の
中
央
を
貫
流
す
る
球
磨
川
と
球
磨

川
に
連
な
る
各
支
流
が
氾
濫
、
ま
た
総
面

積
の
約
８
割
を
占
め
る
山
林
と
急
峻
な
山

腹
や
各
集
落
を
結
ぶ
村
道
等
も
大
雨
に

よ
っ
て
崩
壊
、
決
壊
す
る
被
害
が
幾
度
も

発
生
し
て
お
り
、
自
然
災
害
の
発
生
時
に

お
い
て
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め

に
は
、
散
在
す
る
各
集
落
の
住
民
へ
の
情

報
伝
達
手
段
と
し
て
、
防
災
無
線
通
信
整

備
が
必
要
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
地
域
の

特
性
に
配
慮
し
た
新
し
い
防
災
行
政
無
線

を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま

で
の
施
設
に
は
な
か
っ
た
個
別
受
信
機
、

ア
ン
サ
ー
バ
ッ
ク
方
式
等
も
導
入
さ
れ
、

各
家
庭
へ
直
接
、
防
災
、
災
害
等
の
予
防

啓
発
が
伝
達
さ
れ
る
と
と
も
に
、
役
場
・

住
民
間
で
の
情
報
共
有
が
可
能
に
な
る
な

ど
、
住
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
が
よ

り
前
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
村
は
面
積
が
約
２
０
７
㎢
と
広
大
で

あ
る
と
と
も
に
、
70
も
の
集
落
が
点
在
し

て
い
る
一
方
、
自
然
災
害
が
多
く
、
梅
雨

時
期
の
集
中
豪
雨
、
台
風
の
襲
来
に
よ
っ

て
村
の
中
央
を
貫
流
す
る
球
磨
川
と
球
磨

川
に
連
な
る
各
支
流
が
氾
濫
、
ま
た
総
面

積
の
約
８
割
を
占
め
る
山
林
と
急
峻
な
山

腹
や
各
集
落
を
結
ぶ
村
道
等
も
大
雨
に

よ
っ
て
崩
壊
、
決
壊
す
る
被
害
が
幾
度
も

発
生
し
て
お
り
、
自
然
災
害
の
発
生
時
に

お
い
て
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め

に
は
、
散
在
す
る
各
集
落
の
住
民
へ
の
情

報
伝
達
手
段
と
し
て
、
防
災
無
線
通
信
整

備
が
必
要
不
可
欠
な
こ
と
か
ら
、
地
域
の

特
性
に
配
慮
し
た
新
し
い
防
災
行
政
無
線

を
導
入
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
そ
れ
ま

で
の
施
設
に
は
な
か
っ
た
個
別
受
信
機
、

ア
ン
サ
ー
バ
ッ
ク
方
式
等
も
導
入
さ
れ
、

各
家
庭
へ
直
接
、
防
災
、
災
害
等
の
予
防

啓
発
が
伝
達
さ
れ
る
と
と
も
に
、
役
場
・

住
民
間
で
の
情
報
共
有
が
可
能
に
な
る
な

ど
、
住
民
の
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
が
よ

り
前
進
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
33
年
４
月
に
校
舎
新
築

を
経
て
、
築
後
50
年
を
迎
え
る
な

ど
校
舎
の
老
朽
化
が
著
し
く
な
っ

た
「
一
勝
地
第
一
小
学
校
」
を
厳

し
い
財
政
状
況
下
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
学
校
改
築
の
必
要
性
を
強

く
訴
え
、
地
域
で
の
理
解
、
賛
同

を
得
て
平
成
20
年
度
に
事
業
が
開

始
。
翌
年
度
の
平
成
22
年
２
月
に

は
新
校
舎
が
無
事
に
完
成
し
、
同

年
４
月
か
ら
は
、
新
し
く
「
一
勝

地
小
学
校
」
が
開
校
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
一
勝
地
小
学
校
校
舎
改
築

と
併
せ
て
、
村
の
小
学
校
は
５
校

か
ら
２
校
へ
再
編
・
統
合
さ
れ
、

や
む
な
く
そ
の
永
い
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
廃
校
と
な
っ
た
、「
一
勝

地
第
二
小
学
校
」「
神
瀬
小
学
校
」

の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域

の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
徹
底
し

た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
児
童
の

送
迎
等
、
再
編
の
影
響
に
つ
い
て

万
全
の
体
制
づ
く
り
を
図
り
ま
し

た
。

　

昭
和
33
年
４
月
に
校
舎
新
築

を
経
て
、
築
後
50
年
を
迎
え
る
な

ど
校
舎
の
老
朽
化
が
著
し
く
な
っ

た
「
一
勝
地
第
一
小
学
校
」
を
厳

し
い
財
政
状
況
下
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
学
校
改
築
の
必
要
性
を
強

く
訴
え
、
地
域
で
の
理
解
、
賛
同

を
得
て
平
成
20
年
度
に
事
業
が
開

始
。
翌
年
度
の
平
成
22
年
２
月
に

は
新
校
舎
が
無
事
に
完
成
し
、
同

年
４
月
か
ら
は
、
新
し
く
「
一
勝

地
小
学
校
」
が
開
校
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
一
勝
地
小
学
校
校
舎
改
築

と
併
せ
て
、
村
の
小
学
校
は
５
校

か
ら
２
校
へ
再
編
・
統
合
さ
れ
、

や
む
な
く
そ
の
永
い
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
廃
校
と
な
っ
た
、「
一
勝

地
第
二
小
学
校
」「
神
瀬
小
学
校
」

の
存
在
が
あ
り
ま
し
た
が
、
地
域

の
理
解
と
協
力
の
も
と
、
徹
底
し

た
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
よ
る
児
童
の

送
迎
等
、
再
編
の
影
響
に
つ
い
て

万
全
の
体
制
づ
く
り
を
図
り
ま
し

た
。

Pick
Up
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平
成
24
年
２
月
２
日
午
後
11
時
32
分
、
熊
本
市
内
の
病
院
に
お
い
て
桺
詰

恒
雄
村
長
が
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
本
村
で
は
、
２
月
26
日
に
球
磨
中
学
校
体

育
館
に
お
い
て
村
葬
が
執
り
行
わ
れ
、
村
民
や
各
関
係
者
約
１
２
０
０
人
が

最
後
の
別
れ
に
訪
れ
、
桺
詰
恒
雄
村
長
の
急
逝
を
惜
し
み
ま
し
た
。

献花をする多くの参列者 追悼の辞を述べる川口副村長

　

村
葬
は
、
ご
遺
族
も
見
守
る
な
か
執
り
行
わ
れ
、

川
口
貞
則
副
村
長
よ
り「
人
の
世
の
定
め
と
は
申
せ
、

そ
の
逝
去
が
あ
ま
り
に
も
唐
突
で
、
早
か
っ
た
こ
と

は
痛
恨
の
極
み
で
す
。
村
長
は
、
識
見
豊
か
に
し
て

明
晰
、
誠
実
な
人
柄
、
そ
し
て
誰
に
も
に
こ
や
か
に

接
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
あ
の
信
頼
に
満
ち
た
穏
や

か
な
顔
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
思
う
と
、

悲
し
み
の
あ
ま
り
言
葉
も
出
ま
せ
ん
。
私
ど
も
は
、

村
長
の
遺
志
を
悲
し
み
の
中
に
埋
も
れ
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
今
日
よ
り
そ
の
思
い
を
私
ど
も
の
意
志
と
し

て
、
球
磨
村
発
展
の
た
め
に
一
層
努
力
す
る
こ
と
を

お
誓
い
申
し
上
げ
ま
す
」
と
追
悼
の
辞
が
あ
り
、
柳

詰
正
治
球
磨
村
議
会
議
長
、蒲
島
郁
夫
熊
本
県
知
事
、

金
子
恭
之
衆
議
院
議
員
、
松
村
祥
史
参
議
院
議
員
、

松
田
三
郎
熊
本
県
議
会
議
員
、
荒
木
泰
臣
熊
本
県
町

村
会
長
、
松
本
照
彦
球
磨
郡
町
村
会
副
会
長
、
田
中

信
孝
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
代
表
理
事
、
日
當
國

弘
区
長
会
長
よ
り
弔
辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
弔
問
者
全
員
が
献
花
を
し
、
桺
詰
恒
雄
村

長
の
急
逝
を
惜
し
み
ま
し
た
。

故 桺詰  恒雄  村長  略歴

昭和１５年７月２０日生（享年７１歳）

職
　
歴

昭
和
36
年
４
月

　
　

球
磨
村
役
場
職
員
採
用
戸
籍
係

昭
和
37
年
12
月

　
　

住
民
課
整
備
係

昭
和
40
年
４
月

　
　

監
査
委
員
事
務
局
・
総
務
課
文
書
係

昭
和
41
年
４
月

　
　

議
会
事
務
局
・
総
務
課
庶
務
係

昭
和
47
年
４
月

　
　

総
務
課
企
画
係

昭
和
48
年
４
月

　
　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

昭
和
52
年
７
月

　
　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
係
長

平
成
３
年
４
月

　
　

企
画
振
興
課
主
幹

平
成
４
年
４
月

　
　

企
画
振
興
課
課
長
補
佐

平
成
５
年
４
月

　
　

建
設
課
長

平
成
８
年
10
月

　
　

球
磨
村
教
育
長
就
任

平
成
14
年
１
月

　
　

球
磨
村
教
育
長
退
職

平
成
14
年
９
月

　
　

球
磨
村
長
就
任

　
　
（
１
期
目
選
挙
当
選
）

平
成
18
年
９
月

　
　

球
磨
村
長
就
任

　
　
（
２
期
目
無
投
票
当
選
）

平
成
22
年
９
月

　
　

球
磨
村
長
就
任

　
　
（
３
期
目
無
投
票
当
選
）

主
な
役
職

平
成
14
年
９
月

　
　

球
磨
村
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

平
成
14
年
９
月

　
　

球
磨
村
体
育
協
会
会
長

平
成
14
年
10
月

　
　

球
磨
川
上
中
流
改
修
期
成
会
会
長

平
成
19
年
６
月

　
　

く
ま
農
業
活
性
化
協
議
会
会
長

平
成
19
年
９
月

　
　

川
辺
川
ダ
ム
建
設
促
進
協
議
会
会
長

平
成
19
年
11
月

　
　

�

熊
本
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

議
会
議
員

平
成
23
年
５
月

　
　

球
磨
郡
町
村
会
会
長
就
任

平
成
23
年
５
月

　
　

熊
本
県
町
村
会
評
議
員

平
成
23
年
５
月

　
　

球
磨
郡
体
育
協
会
会
長

平
成
23
年
５
月

　
　

球
磨
郡
社
会
福
祉
協
議
会
会
長

安らかに お眠りください安らかに お眠りください



球磨村文化祭＆生涯学習フェスティバル
一
年
間
の
活
動
の
集
大
成
―
。

３
月
４
日
、
渡
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
、
球
磨
村
文
化

祭
＆
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
橋
詰
兵
士
郎
文

化
協
会
長
が
「
各
サ
ー
ク
ル
が
球

磨
村
の
文
化
を
創
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
本
日
は

存
分
に
一
年
間
の
成
果
を
披
露
し

て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。

　

最
初
の
出
演
で
訪
れ
た
人

を
驚
か
せ
た
の
は
、
人
吉
高

校
書
道
部
の
書
道
ガ
ー
ル
ズ
。

『
３
６
５
歩
の
マ
ー
チ
』
に
合
わ

せ
、
ダ
ン
ス
を
交
え
な
が
ら
力

強
く
筆
を
進
め
、
見
事
な
作
品

を
仕
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
大

瀬
地
区
の
伝
統
芸
能
『
文
政
三

年
棒
踊
り
』
を
継
承
し
た
の
は

球
磨
中
２
年
生
。
こ
れ
ま
で
練

習
し
て
き
た
成
果
を
十
分
に
発

揮
し
、
素
晴
ら
し
い
棒
踊
り
を

見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
午
後
は
、

人
吉
ね
ぶ
か
太
鼓
の
公
演
。
太

鼓
の
音
が
体
育
館
中
を
響
き
渡

り
、
会
場
の
人
を
魅
了
し
ま
し

た
。

　

各
種
サ
ー
ク
ル
・
保
育
園
・

小
中
学
校
と
も
に
、
展
示
・
発

表
に
お
い
て
素
晴
ら
し
い
成
果

を
披
露
し
、
盛
会
な
球
磨
村
文

化
祭
＆
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
と
な
り
ま
し
た
。

①人吉高校書道部の力強い作品／②球磨中第２
学年「文政三年棒踊り」／③カラオケサークル
自慢の歌声を披露／④フラダンス講座の華麗な
ダンス／⑤華道サークルの作品／⑥陶芸サーク
ルの作品／⑦「母」を吟じる詩吟サークル／⑧
山野草サークル作品／⑨神瀬保育園の「くまモ
ン」／⑩美しい音色の大正琴サークル／⑪流暢
な英会話を披露の英会話サークル／⑫「タイタ
ニック」を演奏する渡保育園児／⑬美しい歌声
で観客を魅了したコーラス講座／⑭力強い筆さ
ばきの人高書道ガールズ／⑮太鼓の音を響かせ
た人吉ねぶか太鼓

The results for one year was annouced.
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球磨中卒業生３３名　 晴れやかに学舎を卒業球磨中卒業生３３名　 晴れやかに学舎を卒業

出
会
い
が
あ
れ
ば
、
別
れ
も
あ
る
―
３
月
11

日
、
球
磨
中
学
校
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
33

名
の
卒
業
生
が
学
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

式
で
は
、友
尻
憲
秀
校
長
が
「
今
日
こ
の
日
は
、

す
べ
て
の
方
々
へ
感
謝
し
、
将
来
へ
向
か
っ
て
決

意
を
新
た
に
す
る
日
で
す
。
君
た
ち
は
、
球
磨
中

の
伝
統
を
高
め
て
く
れ
、
不
可
能
と
思
わ
れ
る
こ

と
も
力
を
合
わ
せ
れ
ば
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
球
磨
中
の

心
の
リ
ー
ダ
ー
４
つ
を
実
践
し
、
ど
れ
か
一
つ
で

も
誰
に
も
負
け
な
い
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
他
の
人
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
、
何

が
で
き
る
か
を
問
い
か
け
な
が
ら
人
生
を
歩
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
卒
業
生
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
生
は
笑
い
も
あ
れ
ば
涙
も
あ
り
ま
す
。
球
磨

村
の
未
来
を
築
い
て
い
く
33
名
の
若
者
の
姿
を
温

か
く
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

卒
業
お
め
で
と
う
―
。

出
会
い
が
あ
れ
ば
、
別
れ
も
あ
る
―
３
月
11

日
、
球
磨
中
学
校
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
33

名
の
卒
業
生
が
学
舎
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

式
で
は
、友
尻
憲
秀
校
長
が
「
今
日
こ
の
日
は
、

す
べ
て
の
方
々
へ
感
謝
し
、
将
来
へ
向
か
っ
て
決

意
を
新
た
に
す
る
日
で
す
。
君
た
ち
は
、
球
磨
中

の
伝
統
を
高
め
て
く
れ
、
不
可
能
と
思
わ
れ
る
こ

と
も
力
を
合
わ
せ
れ
ば
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
球
磨
中
の

心
の
リ
ー
ダ
ー
４
つ
を
実
践
し
、
ど
れ
か
一
つ
で

も
誰
に
も
負
け
な
い
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
他
の
人
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
が
で
き
、
何

が
で
き
る
か
を
問
い
か
け
な
が
ら
人
生
を
歩
ん
で

く
だ
さ
い
」
と
卒
業
生
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

人
生
は
笑
い
も
あ
れ
ば
涙
も
あ
り
ま
す
。
球
磨

村
の
未
来
を
築
い
て
い
く
33
名
の
若
者
の
姿
を
温

か
く
見
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

　

卒
業
お
め
で
と
う
―
。

３年間を共に過ごした仲間との別れ―
そして、新しい未来へ。
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３年間を共に過ごした仲間との別れ―
そして、新しい未来へ。
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３
月
15
日
、
球
磨
村
教

育
論
文
表
彰
式
が
球
磨
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

清
流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
で
は
、
中
根
教
育
長

よ
り
「
今
年
は
21
点
の
応

募
が
あ
り
、
ど
れ
も
甲
乙

付
け
難
い
作
品
で
、
よ
く

研
究
さ
れ
て
い
ま
し
た
」

と
審
査
報
告
が
あ
り
、
今

年
の
最
優
秀
賞
に
は
、
中

島
和
美
教
諭
（
一
勝
地
小
）

が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞

　

一
勝
地
小

　

中
島
和
美　

教
諭

優
秀
賞

　

渡
小

　

横
山
美
紀　

教
諭

　

島
崎
奈
美　

教
諭

　

一
勝
地
小

　

井
口
秀
明　

教
諭

　

内
布
亜
希　

教
諭

　

球
磨
中

　

宮
川
智
之　

教
諭

　

村
田
利
香　

教
諭

新
議
長
に
犬
童
數
元
議
員

球
磨
村
議
会
３
月
定
例
会

　

３
月
定
例
会
が
、
３
月
12
日
に
召
集
さ
れ
、
13
日
ま
で
の
２
日
間

の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
議
会
に
は
、
条
例
の
改
正
５

件
、
平
成
23
年
度
補
正
予
算
４
件
、
平
成
24
年
度
当
初
予
算
４
件
等

が
提
出
さ
れ
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
平
成
24
年
度
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
、
村
長
不
在
の
た

め
骨
格
予
算
で
の
計
上
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
柳
詰
正
治
議
長
の
議

長
辞
職
に
伴
い
、
新
議
長
に
犬
童
數
元
議
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

条
　
例

・�

球
磨
村
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・�

球
磨
村
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
・�

球
磨
村
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・�

球
磨
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

・�

球
磨
村
営
土
地
改
良
事
業
（
含
災

害
復
旧
）
の
経
費
の
賦
課
徴
収
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

予
　
算

・�

平
成
23
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

・�

平
成
23
年
度
球
磨
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・�

平
成
23
年
度
球
磨
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・�

平
成
23
年
度
球
磨
村
介
護
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て

・�

平
成
24
年
度
球
磨
村
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て

・�

平
成
24
年
度
球
磨
村
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・�

平
成
24
年
度
球
磨
村
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

・�

平
成
24
度
球
磨
村
介
護
保
険
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

そ
の
他

・
議
長
の
辞
職
に
つ
い
て

・
議
長
の
選
挙
に
つ
い
て

新議長の犬童數元議員質疑をする松尾勢治４区区長

受賞された７名の教諭

窓口業務出張所試行期間を終了します
　平成２３年４月から実施してきました渡・神瀬地区多目的集会施設における窓口出張業務を、３月
３０日をもって終了します。なお、２月末までの利用実績は、次のとおりです。

≪平成２３年４月～平成２４年２月末までの実績≫

項　目
渡出張所 神瀬出張所

合　計
４～９月 １０～２月 合　計 ４～９月 １０～２月 合　計

開所回数 ２３ １９ ４２ ２４ １９ ４３ ８５

証明件数 ５ ４ ９ ２６ １ ２７ ３６

その他件数 ４ １ ５ ３２ ６ ３８ ４３

件数合計 ９ ５ １４ ５８ ７ ６５ ７９

※その他の件数は、保険証返還・報告文書等です。

各
課
事
業
計
画
等
を
説
明

　

  

平
成
23
年
度
第
３
回
区
長
会

総
務
企
画
課

◆ 

平
成
24
年
度
第
１
回
区
長
会
に
つ

い
て

・�

４
月
初
旬
に
お
知
ら
せ
予
定
で
す
。

住
民
福
祉
課

◆ 

窓
口
業
務
出
張
所
試
行
期
間
の
終

了
に
つ
い
て
（
※
詳
細
は
10
ペ
ー

ジ
に
掲
載
）

◆ 

東
日
本
大
震
災
義
援
金
の
募
集
期

間
の
延
長
に
つ
い
て

・�

村
で
は
、
こ
れ
ま
で
被
害
を
受
け

た
地
域
に
対
し
て
必
要
な
支
援
が

行
え
る
よ
う
に
義
援
金
箱
を
設

置
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
お
寄
せ
い
た

だ
い
た
義
援
金
は
２
２
３
万
７
，

４
０
５
円
と
な
っ
て
お
り
、
全
額

日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部
に
送

金
し
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
な
お
、
義
援

金
の
受
付
を
９
月
30
日
ま
で
に
延

長
す
る
と
の
通
知
が
日
本
赤
十
字

社
か
ら
あ
り
ま
し
た
の
で
、
村
の

義
援
金
の
受
付
も
同
日
ま
で
延
長

致
し
ま
す
。
引
き
続
き
、
皆
様
の

ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆ 

介
護
保
険
料
（
平
成
24
年
度
か
ら

平
成
26
年
度
）
の
決
定
に
つ
い
て

・�

第
５
期
高
齢
者
福
祉
計
画
及
び

介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
に
伴

い
、
平
成
24
年
度
か
ら
平
成
26
年

度
の
保
険
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
行
の
４
，
６
０
０
円
に
据
え
置

く
こ
と
と
し
ま
し
た
。
な
お
、
今

後
も
介
護
給
付
費
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
第
５
期
計
画

に
お
い
て
も
引
き
続
き
、
ふ
れ
あ

い
サ
ロ
ン
、
健
康
教
室
等
の
介
護

予
防
事
業
に
積
極
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

産
業
振
興
課

◆ 

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
産
物
の
被

害
報
告
に
つ
い
て

◆ 

竹
林
園
地
化
へ
向
け
た
「
親
竹
ウ

ラ
止
め
講
習
会
」
の
開
催
に
つ
い
て

建
設
課

◆ 

各
種
工
事
に
伴
う
通
行
止
め
等
の

規
制
に
つ
い
て

【
全
面
通
行
止
】

・
県
道
高
沢
一
勝
地
線

　
（
渡
字
浦
野
地
内
）

　

平
成
24
年
４
月
７
日
ま
で

・
林
道
大
槻
大
岩
線

　
（
神
瀬
字
大
浦
地
内
）

　

当
分
の
期
間

【
時
間
通
行
止
】

・
県
道
遠
原
渡
線

　
（
三
ヶ
浦
字
毎
床
地
内
）

　

平
成
24
年
６
月
29
日
ま
で

教
育
委
員
会

◆ 

平
成
24
年
度
生
涯
学
習
講
座
受
講

生
の
募
集
に
つ
い
て

・�

生
涯
学
習
は
、
学
ぶ
楽
し
さ
や
仲

間
同
士
の
交
流
な
ど
、「
豊
か
な
生

活
」
を
送
る
う
え
で
大
切
な
こ
と

で
す
。
こ
の
機
会
に
生
涯
学
習
活

動
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。
生
涯

学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、

成
果
発
表
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

◆
公
民
館
図
書
館
の
利
用
に
つ
い
て

・�

球
磨
村
公
民
館
図
書
館
の
ご
利
用

を
お
願
い
致
し
ま
す
。
本
の
貸
出

と
返
却
に
つ
い
て
は
、
登
録
証
を
発

行
し
て
い
ま
す
の
で
、
丹
時
間
で

済
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
最
新

刊
も
随
時
取
り
入
れ
て
い
ま
す
の

で
、
是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

最優秀賞に中島和美教諭（一勝地小）
球磨村教育論文表彰式
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『
仲
間
、
家
族
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
』

―
夢
は
一
人
で
叶
え
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
悩
ん
だ
時
に
頼
り
に
な
る
の
は

仲
間
や
家
族
の
存
在
で
す
。
最
後
に
、

『
今
こ
の
時
間
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
』

―
そ
の
時
そ
の
時
を
精
一
杯
頑
張
っ
て

い
く
こ
と
の
積
み
重
ね
が
夢
の
実
現
へ

繋
が
り
ま
す
」
と
伝
え
ま
し
た
。

　

地
下
翔
太
さ
ん
へ
の
質
問
タ
イ
ム
で

は
「
走
っ
て
い
る
と
き
は
ど
ん
な
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
か
？
」、「
今
の
夢
は

何
で
す
か
？
」
な
ど
と
球
磨
村
の
ヒ
ー

ロ
ー
は
最
後
ま
で
大
人
気
で
し
た
。

熊
本
城
マ
ラ
ソ
ン
で
優
勝
を
成
し

遂
げ
た
地
下
翔
太
さ
ん
が
３
月

16
日
、
一
勝
地
小
学
校
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
今
球
磨
村
で
一
番

の
有
名
人
の
登
場
に
興
味
津
々
。
最
初

に
、
地
下
翔
太
さ
ん
が
『
夢
を
叶
え
た

瞬
間
』
で
あ
る
箱
根
駅
伝
の
映
像
が
上

映
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
ぎ
り
ぎ
り

で
タ
ス
キ
を
受
け
、
箱
根
路
を
走
る
地

下
翔
太
さ
ん
の
姿
を
食
い
入
る
よ
う
に

観
て
い
ま
し
た
。

　

地
下
翔
太
さ
ん
は
、
子
ど
も
た
ち
に

「『
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、
素
直
な
心

を
忘
れ
な
い
こ
と
』
―
「
あ
り
が
と
う
」

や
「
す
い
ま
せ
ん
」
の
言
葉
を
素
直
に

言
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、

関
西
地
域
に
住
む
球
磨
村
出
身
者
及
び

関
係
者
を
会
員
と
す
る
関
西
カ
ワ
セ

ミ
会
の
第
６
回
総
会
が
、
２
月
25
日
、
京
都

市
の
京
都
タ
ワ
ー
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
、
球

磨
村
か
ら
は
中
根
教
育
長
を
は
じ
め
、
関
係

職
員
３
名
、
関
西
地
域
か
ら
会
員
16
名
の
20

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

村
葬
の
前
日
に
開
催
さ
れ
た

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の

総
会
で
は
、
桺
詰
村
長
を
惜
し

む
声
や
思
い
出
話
が
多
く
聞
か

れ
ま
し
た
。

　

議
事
で
は
、
事
業
及
び
会
計

報
告
が
行
わ
れ
、
役
員
の
追
加
選
出
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
球
磨
村
の
特

産
品
が
当
た
る
抽
選
会
や
特
産
品
販
売
の
ほ

か
、現
在
、球
磨
村
で
開
発
中
の
シ
カ
肉
ソ
ー

セ
ー
ジ
の
試
食
会
が
行
わ
れ
、
４
パ
タ
ー
ン

の
試
作
品
を
試
食
し
た
出
席
者
か
ら
、「
鹿

肉
の
風
味
が
あ
り
よ
い
」
や
「
さ
っ
ぱ
り
し

て
い
て
お
い
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

カ
ワ
セ
ミ
会
会
員
を
募
集
し
て

い
ま
す
！

　
球
磨
村
で
は
、
９
年
目
と
な
る
「
東
京
カ

ワ
セ
ミ
会
」、
７
年
目
の
「
関
西
カ
ワ
セ
ミ

会
」、
６
年
目
の
「
九
州
カ
ワ
セ
ミ
会
」、
４

年
目
の
「
東
海
カ
ワ
セ
ミ
会
」
の
そ
れ
ぞ

れ
の
会
員
の
拡
大
を
図
り
、
都
市
部
へ
の

ふ
る
さ
と
情
報
の
発
信
に
努
め
て
い
ま
す
。

会
員
拡
大
の
た
め
、
各
地
域
に
在
住
の
ご

親
族
や
友
人
の
方
な
ど
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
総
務
企
画
課
企
画
広
報
係
（
☎
３
２
‐

１
１
３
８
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
お

知
ら
せ
い
た
だ
い
た
情
報
は
厳
重
に
管
理

し
、
目
的
以
外
へ
使
用
し
な
い
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

 

京
都
の
地
で

　
　
　

桺
詰
村
長
を
偲
ぶ

第
６
回
関
西
カ
ワ
セ
ミ
会

伝説のオムライスを学ぶ
『簡単レシピ講座』料理教室

　

生
涯
学
習
講
座
『
簡
単
レ
シ
ピ

講
座
』
の
料
理
教
室
が
３
月
17
日
、

田
舎
の
体
験
交
流
館
「
さ
ん
が
う

ら
」
に
お
い
て
、
人
吉
の
創
作
家

庭
料
理
「
梁
山
泊
」
の
主
人
坂
本

憲
二
先
生
を
招
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

料
理
教
室
に
は
21
人
が
参
加
し
、

坂
本
先
生
の
指
導
の
も
と
オ
ム
ラ

イ
ス
、
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
、
杏
仁
豆

腐
を
作
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
お
い
し
い

オ
ム
ラ
イ
ス
を
作
る
こ
と
が
で
き

た
」、「
ぜ
ひ
家
で
も
作
り
た
い
」

な
ど
好
評
な
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

オムライス作りを実演する坂本先生

　

３
月
１
日
、
春
の
全
国
火
災

予
防
週
間
に
伴
い
、
こ
が
ね
保

育
園
の
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
15
名

と
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
西
分

署
職
員
が
役
場
を
訪
問
し
ま
し

た
。

　

園
児
た
ち
は
「
私
た
ち
は
、

火
遊
び
は
絶
対
し
ま
せ
ん
。
火

の
用
心
を
お
願
い
し
ま
す
」
と

防
火
の
誓
い
を
述
べ
、
内
布
総

務
企
画
課
長
に
火
災
予
防
の
ポ

ス
タ
ー
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
村
内
各
消
防
団

に
よ
る
地
域
啓
発
パ
レ
ー
ド
も

行
わ
れ
、『
火
の
用
心
』
が
呼
び

か
け
ら
れ
ま
し
た
。

火の用心をお願いします！
火災予防週間でこがね保育園児が訪問

大きく元気に育つことを願い
一勝地小児童がヤマメの稚魚を放流

ヤマメの稚魚を放流する児童
ヒーローを前に興味津々

地下翔太さん

夢中で駒打ちをする参加者

　

椎
茸
の
駒
打
ち
体
験
が
３
月
20
日
、

田
舎
の
体
験
交
流
館
「
さ
ん
が
う
ら
」

で
、
熊
本
市
や
人
吉
市
か
ら
合
せ
て

９
人
が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

駒
打
ち
体
験
は
、
原
木
を
切
る
作

業
、
ド
リ
ル
で
駒
を
打
つ
穴
を
空
け

る
作
業
、
種
駒
を
打
つ
作
業
に
分
か

れ
て
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
て
駒
打
ち
を
体
験
し
た
参
加

者
か
ら
は
「
駒
を
打
つ
の
は
と
て
も

楽
し
い
」「
来
春
が
楽
し
み
」
な
ど
の

声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
参
加
者
に
は
来
春
収
穫
さ

れ
た
椎
茸
が
送
ら
れ
る
予
定
で
す
。

来春の収穫を期待して
椎茸の駒打ち体験

球
磨
村
の
ヒ
ー
ロ
ー
に
興
味
津
々

『
自
分
の
夢
に
向
か
っ
て
』

　

３
月
６
日
、
高
齢
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
せ
せ
ら
ぎ
」
下
の
芋

川
で
、
一
勝
地
小
学
校
の
５
・
６

年
生
26
名
が
参
加
し
て
ヤ
マ
メ

の
稚
魚
の
放
流
体
験
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

児
童
は
、
ヤ
マ
メ
の
生
態
や

養
殖
方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明

を
受
け
た
あ
と
、
バ
ケ
ツ
に
入

れ
ら
れ
た
体
長
４
セ
ン
チ
ほ
ど

の
稚
魚
を
、
大
き
く
育
つ
こ
と

を
願
い
な
が
ら
慎
重
に
川
へ
放

流
し
ま
し
た
。

　

な
お
今
年
は
、
村
内
の
８
河

川
に
、
約
１
万
７
５
０
０
匹
が

放
流
さ
れ
ま
し
た
。

火の用心をお願いする園児たち

むらのトピックス
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※４月号では、村が関連する会計を連結した連結財務諸表についてお知らせします。
※今後は、資産 (土地・建物・道路・備品など )を正確に把握するための手法を検討します。
※財務諸表の詳細は、村のホームページ (http://kumamura.com/soumu/zaisei/) に掲載しています。

新地方公会計制度に基づく　平成 22 年度球磨村財務諸表　を公表します

　現在の地方公共団体の会計制度は、その年度にどのような収入があり、それをどのように使ったかといっ
た現金の動きが分かりやすい反面、村が整備してきた資産、地方債などの負債といったストック情報、そし
て行政サービス提供のために発生したコスト情報の不足といった面がありました。
　発生主義などの企業会計的な手法を取り入れ、それらの情報を補うのが「新地方公会計制度」による財務
諸表です。

○財務諸表ってなに？　→　下に示す 4つの表の総称です
①貸借対照表 (バランスシート )
　貸借対照表は、年度末時点における村の資産と、その資産をどのような財源 (負債・純資産 )で賄ってき
たかを対比して表示したものです。左側に資産を表示し、右側に負債及び純資産 (資産と負債の差額 )を表
示しています。
②行政コスト計算書
　福祉や環境・教育など村が行う人的サービスや給付サービスの提供など、資産形成に直接つながらない経
常的な行政活動に伴うコストと、使用料・手数料などの収入を表示しています。また、従来の会計では捕捉
できなかった減価償却費などの非現金コストについても計上しています。
③純資産変動計算書
　純資産が平成 22年度中にどのように増減したかが分かります。総額の変動に加え、どのような財源や要
因で増減したかの情報を示します。
④資金収支計算書
　現金の流れを示すものです。村の収支を性質別に区分することで、どのような活動に資金を充てているか
が分かります。唯一、現金主義に基づき作成しています。

( 総務省務省方式改定モデル　単位：百万円 )○平成22年度球磨村の普通会計財務諸表

頑張れロアッソ !!
 Road to J1 

　３月４日にいよいよＪ２が開幕！Ｊリーグ参入５
年目となるロアッソ熊本のＪ１昇格を願い、球磨村
からも熱い応援をしていきましょう！！

選手紹介　Profile
ポジション：MF/ 背番号：
11/ 身長：168 ㎝ / 体重：68
㎏ / 生年月日：1977.10.31/
出身：山口県

　元日本代表であり、今年で
３５歳のベテランＭＦ。今シー
ズンからロアッソの一員となっ
てキャプテンも務める攻撃陣の
起点。ゴールを決めた後の「阿
波踊り」には注目です！

藤本　主税

（ロアッソ熊本に関するお問合せ先）
（株）アスリートクラブ熊本　☎ 096-283-1200

今月のおススメＢｏｏｋｓ くまむら
レンタルブックサービス

　「のび太」という生き方
横山泰行　著

　「いつもの失敗から、自分
にあったやり方を発見する」、
「あきらめなければ、いつか
は克服できる」―頑張らなく
ても、無理しなくても、ダメ
でも、大丈夫。どんな人でも
夢がかなう、「のび太流」魔
法の法則を紹介します。

　文芸まんがシリーズ
　「坊ちゃん」　夏目漱石

小田切進　監修

　まんがなので小・中学生で
も読みやすく理解しやすい一
冊です。学校や家庭でも、原
作への入門編として子どもた
ちの読書指導に役立てられま
す。

　「 100 万回生きたねこ」
佐野洋子　著

　何度も生まれ変わり、
様々な飼い主のもとで死
んで行く、一匹のねこの
お話。不思議な世界観を
味わえる絵本です。

●１人１回につき２冊までレンタル可。
●希望の本をお届けします。
●借用は１回につき１週間までです。

（お問合せ及び予約先）
球磨村教育委員会　☎３２－１１１７
受 付 日：月曜日～金曜日（祝日除く）
受付時間：８：３０～１７：００

点線の数値が等しく
なるように作られて
います。

FUJIMOTO　CHIKARA

【試合結果（○…勝ち　●…負け）】（３月２０日現在）
第１節 vs アビスパ福岡　　（AWAY）　（１－２●）
第２節 vs ガイナーレ鳥取   （HOME）　（２－１○）
第３節 vs 京都サンガ F.C.   （AWAY）　（１－２●）
第４節 vs FC 町田ゼルビア（AWAY）　（０－１●）

【４月の試合予定】
第６節（４月　１日） vs ＦＣ岐阜（HOME）
第７節（４月　８日） vs 栃木ＳＣ（AWAY）
第８節（４月１５日） vs 松本山雅ＦＣ（HOME）
第９節（４月２２日） vs 愛媛ＦＣ（AWAY）
第１０節（４月２７日） vs ファジアーノ岡山（HOME）
第１１節（４月３０日） vs 大分トリニータ（AWAY）
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　ココアは意外と知られていない栄養価の高い
飲み物です。
　老化予防、動脈硬化予防、貧血、疲労回復、
虫歯予防など、さまざまな効能がありますが、
それ以外にも、優れた効能があります。特別な
食物繊維「リグニン」を豊富に含んでいます。
この「リグニン」は、ポリフェノールが豊富に
集まってパワーアップしたものです。普通の食
物繊維の効能のように便意を促すだけでなく、
悪玉菌を抑制し、腸内をキレイに保つ働きがあ
ります。また、ポリフェノールを多く含むので、
アレルギーの原因となる活性酸素の過剰な働き
を著しくおさえてくれます。
　このように「リグニン」ひとつで 2つの働き
をしてくれます。
　いろんな効果が期待できる嗜好飲料ですが、
飲みすぎると、脂肪を多く含んでいるため、肥
満や高脂血症の原因にもなりやすいです。
　1日 1杯がちょうどよいくらいです。
　ひと休みのお供にいかがでしょうか。
　　　　　　　　　

栄養士　中山　千絵

　

体
育
館
ス
テ
ー
ジ
の
後
方
に
設
け

ら
れ
た
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
年

間
の
活
動

写
真
等
を

展
示
し
、

来
場
さ
れ

た
方
達
に

活
動
を

知
っ
て
も

ら
え
る
よ

い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
で
は
、
男
女
を
問
わ
ず
会
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

球磨村地域子育て支援センター“陽だまり”
〒 869-6401 球磨郡球磨村大字渡乙 763（渡保育園内）
TEL（0966）33 − 0125　FAX（0966）33 − 0173
ホームページ　http://www.kmbb.jp/watari/

　�
「陽だまり」3月行事予定

《陽だまりサロン》

　球磨村地域子育て支援センター　陽だまり�は、月～金の9:00～ 16:00、土曜日は８:00～ 13:00 まで開放しています。陽だ
まりサロンも月に３～４回やっています。下記の日程をごらんになり、親子でそしてマタニティさんもどうぞお気軽においでください。
お待ちしています。

《災害、事件事故に備えて》　　　　神瀬保育園

　６日（金）陽だまりサロン
１１日（水）陽だまりサロン
１４日（土）りんごの木サークル
　　あおむし応援団活動開始

１９日（木）1才6ヶ月健診
２０日（金）陽だまりサロン
２１日（土）�渡保育園・あおむ

し応援団春の遠足
２６日（木）ママ誕生会

《３～４、８～９か月健診》

　あの悲しい、悲惨な東日本大震災から 1年が経ちました。私達ももしもの災害の時に命を守るため保
育園では毎月、避難訓練や交通指導を実施しています。
　内容は交通、火災、地震、土石流、変質者などを想定し、避難方法、救急法、消火器訓練、消火栓の使い方、
信号機の見方、基礎知識のお話など職員で知恵を絞り、時には外部専門家の駐在所や交通指導員、消防
署の方をお願いしてお勉強します。先だっては、普段の通報は固定電話の方が消防署ですぐ場所が検知
出来るので固定電話で行っていますが、「携帯電話も使ってみたら？」とのアドバイスでしてみました。
職員が「はじめて携帯で電話しました。１１９番でそのまま繋がるのですね。消防署の方は落ち着いて
ゆっくり話されます」とのことでした。保育園での子供たちとのお約束をご紹介します。

　

社
会
福
祉
協
議
会
へ
御
遺
族
の
方
々

か
ら
香
典
返
し
と
し
て
御
寄
付
い
た
だ

き
ま
し
た
。
皆
様
の
お
気
持
ち
を
大
切

に
役
立
て
た
い
と
思
い
ま
す
。（
２
月
分
）

○
犬
童　

武
德　
　

様
（
故　

ム
ツ
ヱ
）

○
馬
場　

國
敏　
　

様
（
故　

チ
ド
リ
）

○
田
代　

敬
一　
　

様
（
故　

一　

義
）

○
東　
　

ス
ミ
エ　

様
（
故　

武　
　

）

○
澤
見　

忠　
　
　

様
（
故　

多
美
子
）

○
山
口　

壽
德　
　

様
（
故　

モ
モ
エ
）

よ
せ
ら
れ
た
善
意

社協コーナー

香典返し

＝ブラウニー作り＝
バレンタイン。ということ
でチョコレートを使っての
お菓子をつくりました。

＝ナンシー講座＝
我が家の子育て振り返りにつ
いて（球磨村役場上蔀保健師
さん）

4月から入所の方はエプロ
ンと雑巾作りをしました。

サロンのニュー
フェイスです
(^O^)

＝ホットケーキ・エプロン作り＝
ミッキーのホットケーキ、かわ
いくおいしく出来ました。をつ
くりました。

すくすく大きくなってま～す。
《赤ちゃんこんにちは》
はじめまして。よろしく (^^)/

＜火災避難訓練用・・「お・か・し・も」のお約束＞
　お・・・押さない
　か・・・駆けない
　し・・・しゃべらない
　も・・・戻らない

＜不審者用（誘拐防止）・・「い・か・の・お・す・し」のお約束＞
　いか・・行かない
　の・・・乗らない
　お・・・大きな声を出す
　す・・・すぐ逃げる
　し・・・知らせる皆で協力して災害、事件事故から幼い命を守って

いきたいものです。

　

全
国
一
斉
に『
春

の
火
災
予
防
運
動
』

が
、
３
月
１
日
か

ら
７
日
ま
で
の
期

間
に
展
開
さ
れ
、

本
村
で
も
、
消
防

署
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
に
お

い
て
啓
発
運
動
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
に
も
初
日
に
、

『
こ
が
ね
保
育
園
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
』
の
園
児
15
名
が
消
防
署
職

員
の
方
々
と
一
緒
に
、
ハ
ッ
ピ

姿
で
訪
れ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
の
方
々
の
前
で
、
火
の

用
心
の
３
つ
の
宣
言
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
ひ
な
祭
り
が
近
い
こ

と
も
あ
り
、子
供
た
ち
か
ら
『
ひ

な
祭
り
』
の
歌
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

が
あ
り
、
利
用
者
の
方
々
も
一

緒
に
手
拍
子
を
さ
れ
て
楽
し
ま

れ
て
い
ま
し
た
。

火の用心 

 

球
磨
村
文
化
祭
＆

　
　
　
　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
　
　
な
つ
か
し
い
味
を
ど
う
ぞ

　

３
月
４
日
に
渡
小
学
校
体
育
館

で
球
磨
村
文
化
祭
＆
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
今
年
も

球
磨
村
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会

は
、
昼
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
参
加
し

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
会
員
の
他
、
社
協
職
員

に
も
協
力
い
た
だ
き
、
だ
ご
汁
を
お

昼
に
向
け
て
作
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
天
候
は
、
ど
ん
よ
り
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
雨
が
降
ら
な
か
っ

た
の
で
、
外
で
の
だ
ご
汁
販
売
は
と

て
も
助
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
準
備

し
て
い
た
だ
ご
汁
１
１
６
食
と
お
に

ぎ
り
約
１
５
０
食
が
と
も
に
買
い
求

め
ら
れ
、『
だ
ご
汁
、
と
っ
て
も
美

味
し
か
っ
た
よ
。』
と
の
声
を
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

健康一口メモ
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１ 日

２ 月
村内保育園入園式
役場辞令交付式

３ 火

４ 水

５ 木

６ 金 春の全国交通安全運動出発式

７ 土

８ 日 ＪＲ九州春のウォーキング（8：30～　一勝地駅）

９ 月 球磨中学校入学式

１０火
区長文書（広報お知らせ版発行）
村内小学校入学式

１１水

１２木

１３金

１４土

１５日 青年団の活動に参加してみませんか？暇なときに「参加してみようかな〜。」
という感じで大丈夫です！！他の市町村の方でも誰でも参加できます。
興味をもたれた方アクセス願います。（＼＾ｖ＾／）

（パソコン）http://k-ypa. net/　　　（携帯電話）http://k- ypa.  net/i/

みんなのひろば
【
肥
後
狂
句
】
兆
吉
の
肥
後
狂
句
集
よ
り

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
　
お
ん
ぶ
し
て
花
見
せ
て
や
り

　「�

戯
れ
に
母
を
背
負
い
て
・
・
・
」
を
反は
ん
す
う芻

し
な
が
ら
の
奉
仕
活
動
。

す
べ
て
の
若
者
に
体
感
さ
せ
た
ら
、
日
本
も
変
わ
る
だ
ろ
う
。

・
途
中
か
ら
　
教
え
子
の
背
で
眠
ら
し
た

　�

厳
し
か
っ
た
が
誰
か
ら
も
親
父
の
よ
う
に
慕
わ
れ
た
名
物
先
生
。
今
日

は
頭
の
薄
く
な
り
か
け
た
生
徒
ら
に
囲
ま
れ
ご
満
悦
だ
っ
た
よ
う
だ
。

（
日
當
山
岳
）

【
川�

柳
】

・
仏
ほ
と
け
ざ
と

里
　
如き
さ
ら
ぎ月

の
村は

な長
　
村
誌
の
こ
し
て

・
パ
ソ
コ
ン
を
　
孫
が
教
え
る
　
祖
父
と
祖
母

（
上
村
義
喜
）

・
村
民
に
　
慕
わ
れ
一
人
　
千
の
風

・
誘
い
に
も
　
し
ら
ん
顔
し
て
　
メ
タ
ボ
猫

（
カ
ヅ
子
）

・
弟
よ
　
夢
で
会
え
て
も
　
意
味
は
な
し

（
蔀
フ
ク
エ
）

【
短�

歌
】

・
先
頭
で
　
地
下
翔
太
さ
ん
　
駆
け
ぬ
け
る

　
　「
球
磨
村
役
場
」
と
　
ゼ
ッ
ケ
ン
付
け
て

・
歌
詠
み
て
　
得
た
る
こ
と
有
り
　
丁
寧
に

　
　
よ
り
丁
寧
に
　
日
々
生
き
る
こ
と

（
犬
童
幸
子
）

・
老
二
人
　
亡
こ

娘
に
語
り
つ
ゝ
　
ひ
な
飾
る

　
　
成
人
式
の
　
写
真
も
添
え
て

・
黄め

い

ど泉
に
も
　
二は

た

ち十
を
祝
お
　
式
あ
り
や

　
　
残
せ
し
嬰み
ど
り
ご児

　
け
ふ
成
人
式

（
鳥
飼
可
津
子
）

球磨村青年団２０１２
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　村民の皆さんからお寄せいただいた「肥後狂句」「川柳」「短歌」を掲載
します。全てを掲載できない場合もありますのでご了承ください。

（
掲
載
原
稿
は
、
毎
月
10
日
ま
で
に
、
役
場
総
務
企
画
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。）

　濃厚なデミグラスソースが
　口の中に広がる

生活部主催　料理教室
　２月１１日、あさぎり町深田せきれい館で球磨郡青年団協議会生
活部主催の料理教室が、講師に人吉の創作家庭料理「梁山泊」の主
人坂本憲二先生を招いて開催されました。坂本先生は、現在ラジオ関西にて毎週木曜日「エバラでいただき
ます」にレギュラー出演中の料理研究家です。
　料理教室には、各町村から約２０名の参加があり、球磨村からは料理好きの５人が参加し、「伝説のオムラ
イス」、「ポテトサラダ」、「昔の杏仁豆腐」に挑戦。オムライスのおいしいデミグラスソースの作り方や、杏
仁豆腐の作り方など、普段の料理に少し手を加えていくだけでおいしくなるコツを教わり、とてもおいしく
作ることができました。

球磨郡青年団協議会総会が開催 交流会with 山江村青年団

　２月２６日、あさぎり町球磨郡青年会館において
球磨郡青年団協議会総会が開催されました。
　球磨村関係では、小川拓郎さんが役員を降り、新
たに野々原真矢さんが役員に選出。また、球磨郡青
年団の先頭に立ち、２年間球磨郡青年団協議会長を
頑張ってくれた中渡考之さんは監事に選出されまし
た。
　総会終了後には懇親会があり、旧役員小川拓郎さ
んに新役員の野々原真矢さんから花束と記念品を贈
呈。その後、新旧役員引き継ぎのあいさつがありま
した。
　懇親会では、おいしいお酒片手にとても賑わい、
他町村団員とのいい交流の場となりました。

　３月１０日「焼き鳥さがら」で山江村青年団との交
流会を開催。球磨村からは１２人と多数の参加があり、
大いに盛り上がりました。
　今年度の山江村青年団は、全町村の青年団との交流
会を実施することを目標にしてきたということで、今
回の球磨村との交流会でコンプリートということに大
変驚かされました。球磨村も頑張らなくては！！
　青年団活動は、他町村との交流会もあり、たくさ
んの人と出会い、たくさんの活動を通し素晴らしい
思い出を作ることができます。少しでも興味のある
人は、どしどし球磨村青年団に声をかけてください
◎いつでも Welcome です★

球磨村＆山江村ガールズ

小川拓郎さんお疲れ様でした

［清流館］＝球磨村コミュニティセンター清流館／［渡多］＝渡多目的集会施設／［神多］＝神瀬多目的集会施設／［やまなみ］＝石の交流館「や
まなみ」／［かわせみ］＝一勝地温泉かわせみ／［渡小］＝渡小学校／［一小］＝一勝地小学校／［球中］＝球磨中学校／［運公］＝総合運
動公園／［さんがうら］＝田舎の体験交流館「さんがうら」

④月行事予定　EVENT CALENDER
※変更になる場合もあります

１６月

１７火

１８水

１９木 1 歳 8ヵ月健診（13：00 ～　渡多）

２０金

２１土

２２日

２３月

２４火

２５水 区長文書（広報くまむら発行）

２６木 ポリオ予防接種（13：00 ～　清流館）

２７金

２８土

２９日

３０月
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氏　

名

年　

齢

地　

区

桺
詰　

恒
雄

71
才

柳　

詰

松
野　

港

70
才

松　

野

大
無
田　

シ
ツ

96
才

大
無
田

澤
見　

多
美
子

77
才

沢　

見

板
﨑　

キ
ミ
子

88
才

板　

崎

東　
　

武

93
才

池　

下

田
代　

一
義

89
才

田　

代

山
口　

モ
モ
エ

88
才

峯

中
村　

照
雄

77
才

遠　

原

川
口　

ス
エ
子

83
才

大　

瀬

2月届出分
（敬称略）

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

（ この用紙は再生紙を使用しています。）

人口・世帯の動き

3月1日現在 前月比 前年同月比

世帯数（戸） 1,624 0 2

人　口（人） 4,409 △  5 △  9 1

男　（人） 2,091 △  2 △  4 6

女　（人） 2,318 △  3 △  4 5

お
誕
生
お
め
で
と
う

氏　

名

保
護
者

地　

区

日
隠　

蘭ら

ら

の
咲
乃

勝　

児

中　

屋

　
少
し
ず
つ
暖
か
く
な
り
、
春

の
訪
れ
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
時
期
は
卒
業
シ
ー

ズ
ン
で
「
別
れ
」
の
季
節
で
も

あ
り
ま
す
。「
出
会
い
も
あ
れ
ば

別
れ
も
あ
る
」
と
よ
く
言
い
ま

す
が
、「
出
会
い
」
と
い
う
の
は

自
分
の
人
生
に
お
い
て
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
で
す
。
た
く

さ
ん
の
人
と
出
会
う
中
で
自
分

自
身
が
成
長
し
、
そ
し
て
そ
れ

ぞ
れ
が
ま
た
別
の
人
と
出
会
い

成
長
す
る
こ
と
を
願
い
、「
別
れ
」

が
あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
―
。

　
私
も
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出

会
い
を
期
待
し
、
こ
れ
か
ら
も

広
報
紙
づ
く
り
に
励
み
た
い
と

思
い
ま
す
。

発
行

日
╱

平
成

2
4

年
3

月
2

6
日

発
行

・
編

集
╱

球
磨

村
役

場
  総

務
企

画
課

〒
869-6401 熊

本
県

球
磨

郡
球

磨
村

大
字

渡
丙

1
7

3
0

Ｔ
Ｅ

Ｌ
　

0
9

6
6

‐
3

2
‐

1
1

1
1

Ｆ
Ａ

Ｘ
　

0
9

6
6

‐
3

2
‐

1
2

3
0

h
ttp
:/
/
w
w
w
.k
u
m
a
m
u
ra
.c
o
m

朗

待
ち
に
待
っ
た
Ｓ
Ｌ
人
吉
が

３
月
17
日
運
行
開
始
し
ま

し
た
。

　

午
前
11
時
41
分
、
フ
ァ
ン
が
待

ち
か
ま
え
る
な
か
、
力
強
く
白

煙
を
上
げ
な
が
ら
一
勝
地
駅
に
到

着
。
一
勝
地
駅
で
は
、
Ｓ
Ｌ
人
吉

の
到
着
に
合
わ
せ
、
球
磨
村
の
物

産
品
の
販
売
も
行
わ
れ
、
た
く
さ

ん
の
乗
客
が
購
入
さ
れ
て
お
り
、

わ
ず
か
10
分
程
度
の
停
車
時
間
で

し
た
が
大
変
賑
わ
い
を
見
せ
て
い

ま
し
た
。

　

Ｓ
Ｌ
人
吉
は
３
月
17
日
か
ら

９
月
30
日
ま
で
の
間
運
行
さ
れ

る
予
定
で
す
。（
※
運
行
日
は
Ｊ

Ｒ
九
州
熊
本
支
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジhttp://w
w
w
.jrkyushu.

co.jp/kum
am
oto/

で
確
認
で

き
ま
す
。）

ＪＲ九州春のウォーキングを開催 !!

自然がぎゅっ！棚田の里球磨村を訪ねて

日本棚田百選の棚田や桜の花、梨の花が満開の球磨村を歩きませ

んか？たくさんのご参加をお待ちしています。

開催日　４/８（日）　スタート駅　ＪＲ一勝地駅　受付　8時半〜

（お問合せ先）ＪＲ人吉駅　☎０９６６－２２－４０１１

　球磨村役場　産業振興課　☎０９６６－３２－１１１７

SL 人吉 一勝地駅が今年も にやってきました


